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【緒言】

我が国のNSTは主に入院患者を対象としているが、特に消化器癌では術前より低栄養が進行する

場合もある。当院では消化器癌術前患者を対象に外来NSTを開始した。

【目的】

外来NSTによるサポートを実施した消化器癌術前患者の特徴について検討する。さらに、実際の

症例をもとに今後の課題についても考察する。

【方法】

外来NSTでは、低栄養評価、低栄養改善のための提案、連携登録歯科医院での口腔管理、InBody

による体組成評価、栄養指導、運動療法指導、看護師による入院前面談等を行っている。2024

年5月～2025年3月までに外来NST介入した消化器癌術前患者39例の背景（年齢、性別、疾患、

BMI、Alb、Hb）、SNAQ（Simplified Nutritional Appetite Questionnaire）、MNA-SF（Mini 

Nutritional Assessment Short-Form）について、後方視的に検討を行った。

【結果】

対象患者39例（男性20例、女性19例）の平均年齢は76.3±11.0歳、疾患は大腸癌20例、胃癌8

例、肝細胞癌7例、その他4例であった。SNAQでは5例に食欲低下が疑われ、MNA-SFでは11例

が低栄養もしくは低栄養の恐れありとの評価であった。

【考察・まとめ】

本検討より、当院消化器癌患者の中には術前より食欲低下、低栄養を呈し、外来NSTを要する症

例が存在する可能性が示唆された。より早期からの多職種介入が可能となった一方で、評価可能

なタイミングが限られる等、外来ならではの課題も挙げられ、実際の症例をもとに考察する。今

後は退院後の継続的なサポートや効率的な介入方法等、NSTスタッフへの負担も考慮しつつ検討

していきたい。

市立室蘭総合病院　外科・消化器外科1）、NST2）

○宇野　智子1）2）、平岡　彩子2）、林　  元子2）、関川　由美2）、中田　知美2）

    岩城　   薫2）、安住　匡人2）、菊地　毬菜2）、中田　周作2）、深川　清誠2）

    佐久間史好2）、佐々木賢一1）2）

　

一般演題6

O6-1 外来NSTによるサポートを実施した消化器癌術前患者の特徴
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